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個別・グループ 

（導入）話し合いの効果を確認する 

クイズ４０問を「グループで話し合った結果の得点」と 

「各自で解いた結果の平均」で比較する。 

グループコンセンサスの得点－(マイナス) 個人の平均

    ＝(イコール)プラスになるほど話し合いの機能が高い。 

                話し合いの有効性を実感

個別・ペア 
課題解決のための発想を広げる 

①② マンダラを使い、解決策を各自考える。 

③ 解決策に優先順位を付ける。 

④⑤ ペアか個別で優先順位の高いものについ

てその内容を詳しくする。 

グループ 
ディスカッション 

① ディスカッションでの意見を付箋に書く。 

② 付箋を緊急度と重要度によって評価し、 

 マトリックスに貼る。 

一斉 

発 表 

① ディスカッションの結果を発表する。 

② クラスで意見を交わし、５項目程度の標語 

 にする。 

第４時

導入のワークシート 

課題を解決するために

１ 課題を解決するために、重要なことを８つ考えてください。

⑧ ① ②

⑦ ③

⑥ ⑤ ④

２ 優先順位をつけてください。 ３ 聞き手が具体的方策として引き出してください。

１

２

３

４

５

６

７

８

話し合いで整理をしましょう

着手 着手

容易 困難

重要

度

高

重要

度

低

② 解決策を８つそろえ 

ます。 

① 真ん中に課題を書き、

付箋に解決策を書いて 

周りに貼ります。 

③ 優先順位をつけて順 

番に張り直します。 

④ 優先順位の高い策を 

 詳しくした内容を大き 

 い付箋に書きます。 

⑤ 大きい付箋も貼り付けて

完成！ 

縦軸を重要度、横軸を緊急度にした 

マトリックスに、付箋を貼っていき 

ます。 

授業の流れ 

「話し合いで問題を解決しよう」１組の質問

１ 隣の家から自分の家に伸びてきた木の枝は、一方的に切り取っても

２ 隣の家から自分の家に伸びてきた木の根は、一方

良い。

良い。

３ 家庭内の電気の消費量のトップはテレビである。

４ 井戸水は冬のほうが温かい。

５ ゴルフボールのでこぼこは飛距離を伸ばすためで

６ 北極と南極では南極のほうが寒い。

７ 竹は花が咲くと枯れる。

８ １馬力は馬１頭分の力が基準になっている。

９ 世界一大きいピラミッドはエジプトにある。

１０ マラソンの距離の４２．１９５ｋｍはギリシャの故事に基づいている。

１１ 甘さを感じるのは、舌の先端のほうである。

１２ ジェット機は大気圏外でも飛べる。

１３ 日本人の約８割は左巻きつむじである。

１４ ウサギはみんな目が赤い。

１５ 胎児は母の胎内でも、大便をする。

１６ 常に世界一のベストセラーは聖書である。

１７ 「不可思議」という数の単位がある。

１８ 一般的に田舎の雀は早寝で、都会の雀は夜更かしである。

２０ 世界一使用人口が多い言語は英語である。

２１ 雑草の９０％は帰化植物である。

２２ 馬は鼻でしか呼吸できない。

２３ オリンピックの金メダルは純金製である。

２５ 魚は眠らずに泳ぎ続ける。

２６ らくだのこぶの中身は水である。

２７ サボテンのとげは葉が変形したものである。

２８ ものを買うとき、１円玉は店で使える枚数に制限がある。

２９ 鉄道最北端の駅は稚内駅である。

３０ 酢を飲むと体が柔らかくなる。

３１ 朝のほうが晩より身長が高い。

３２ １０円玉は１０のあるほうが表である。

３３ 動物の鳴き声にも外国語や方言がある。

３４ 水上生活（舟などで）は法的に可能である。

３５ チーズ用のナイフがギザギザになっているのは、摩擦を少なくし、スムーズに切る

ためである。

３６ 指を引っ張ると「ポキッ」と鳴るのは、関節に気泡（気体の泡）ができるからであ

る。

３７ パイナップルにも種がある。

的に切り取っても

ある。

「話し合いで問題を解決しよう」質問の解答
組 名

問題番号 個人解答 班解答 正 解 問題番号 個人解答 班解答 正 解

１ ２１

２ ２２

３ ２３

４ ２４

５ ２５

６ ２６

７ ２７

８ ２８

９ ２９

１０ ３０

１１ ３１

１２ ３２

１３ ３３

１４ ３４

１５ ３５

１６ ３６

１７ ３７

１８ ３８

１９ ３９

２０ ４０

個人得点 班得点

得点

班員１ 班員２ 班員３ 班員４ 班員５ 班員６ 班員７ 班平均

各

点

話 し 合 い 得 点

班
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国国
語語

単元名 

 中学校 １年 国語科 
◇ 複数の事例や考え方を比較することにより、自分の意図を効果的に話す。 

◇ 他の事柄や意見と比較しながら、話し手の意図を分析的・批判的に聞き取り、自分の

 考えを組み立てる。 

「話し合って考えよう」 

解決策を考えたり、話し合うためのワークシート

第２時 

× 考える 
表す 

話す・聞く 育成したい

国 語 力

 

 

 

第１時 

単元の目標 効果的に話し合って、よりよい答えを導き出す。(話す・聞く能力) 

 す。 

 ンサスを得て、考える力や表す力を育成しま 

 たりして、課題解決のためのよりよいコンセ 

 

○[第１時]演習によって、話し合いの有効性を 

 体験的に学び、関心意欲を高めます。 

○[第２時]自分の意見を付箋に書き出し、優先 

 順位を付けたり詳しくしたりすることで、意 

 見を述べるための準備をします。 

○[第３時]フレームワークを効果的に活用し、 

 話し手の意図を分析的・批判的に聞き取った 

 り、それに対する自分の意見を明確に主張し 

国語力育成の視点

第３時 

〈マンダラ〉 

42


